
様式２

北海道剣淵高等学校の行動計画(グローカル・アグリハイスクール宣言)

全国の農業高校の行動計画 学校において平成２９年度に重点化した取組の実現状況・課題

「５つの基本方針」 「10の行動計画」 行動計画の中で重点化する取組 実現状況 課題 評価

Ⅰ ①「生徒一人一 （１）毎時間の農業学習につい （１）授業担当者は、 （１）継続実施。
グローカル教育 人を一層成長 て、明確な目標を打ちだし、個 授業前に目標（目的）
で人材を育てる させる」教育 々の生徒がやるべき内容を把握 を生徒に確実に伝え ５
学校 を行います。 させる。 ことができた。

②「世界と日本 （１）剣淵町の姉妹都市である （１）作物の授業に （１）継続実施。
をつなぐグロ ペルー共和国タルマ市の特産物 おいて実際にキヌア また、貴重な品種
ーカル」教育 キヌアの栽培を通して、世界に を栽培し、食文化や 毎の種子を確保す ５
を行います。 目を向けた学習を展開。 活用について学習す るため栽培を継続

ることができた。 していく。
Ⅱ
地域社会・産業 ③「地域農業の （１）町の特産物であるジャガ （１）特産物栽培を （１）継続実施。
に寄与する学校 生産を支える」 イモやマメ類を栽培し、地域を 行い、播種から一連 また、今後は高品

教育を行いま 理解するとともに、栽培過程を の作業体系を体験さ 質な生産物収穫を ４
す。 学習。 せ理解を深めること 目指していきた

ができた。 い。

④「地域の農業 （１）２年次における産業現場 （１）産業現場実習、 （１）継続実施。
関連産業に寄 実習や農家委託実習において、 農家委託実習におい
与する」教育 地域産業の仕事に従事すること て、農業関連産業に
を行います。 で、地場産業の理解に努める。 従事し、地域の農業 ５

理解や関連産業の重
要性を理解させるこ

Ⅲ とができた。
地球環境を守り
創造する学校 ⑤「地球環境を （１）温室栽培における冬季の （１）冬期間は降雪 （１）継続実施。

守り創造する」 ハウス施設の暖房を節約（灯油 時にハウスが倒壊し また、ホウレンソ
教育を行いま の使用を抑制）。 ないよう最小限の暖 ウ以外での無加温
す。 房をかけた。また、 栽培の可能性につ ５

無加温によるﾎｳﾚﾝｿｳ いても検討する。
を出荷させｺｽﾄを掛け
ない栽培法を理解さ
せることができた。

⑥「食農」教育 （１）農業教育の中で、栽培さ （１）収穫時には、 （１）継続実施。
を推進します。 れた農産物を実施に食すること 栽培された農産物を

で、もののありがたみや食料を 実際に食し、農業の ５
Ⅳ 生産する重要性を理解させる。 果たす役割や食を提
地域交流の拠点 供する素晴らしさを
となる学校 教授することができ

た。

⑦「地域資源を （１）町花エゾリンドウの増殖 （１）播種から育苗、 （１）継続実施。
活用する」教育 を図り、地域に町花を普及（公 定植まで農業学習の
を行います。 共施設への定植など）させる。 中で学び、地域資源 ５

確保のため、増殖栽
培を行うことができ
た。

⑧「地域交流の （１）数多くの販売会を実施し、 （１）販売会ごとに （１）継続実施。
拠点となる」 本校の教育活動を理解していた 希望生徒を募り、実 ただし、効果的な
教育を行いま だくと同時に、生徒と地域との 際に生徒が生産した 販売会を精選して
す。 コミュニケーションの場として 農産物を販売した。 いく必要がある。 ４

活動を展開。 地域交流の拠点の場
としてコミュニケー
ション能力を高める
こともできた。

⑨機関・団体と （１）農業団体による農業講演 （１）剣淵町で活躍 （１）継続実施。
Ⅴ 連携した」教 会の実施。 されている農業者に 計画を早い段階で
地域防災を推進 育を行います。 講演を依頼し、地域 進めていく必要が
する学校 農業への興味関心を ある。 ４

高めるような講演会
を実施することがで
きた。

⑩「地域防災を （１）定期的に防火査察を実施 （１）毎月１回必ず （１）継続実施。
推進する」教 し、日頃から防災意識を高める。 防火査察を実施。万
育を行います が一に備えた教育を ５

推進することができ
た。


